







その他のタイトル Synecdoche and the concept of “Intensity” :























































































で、子供じみた特徴のことであり、「想像的なもの」の発作である [...L II 
(強調原文)
われわれが注目すべきなのは、フィギュール(各断章の「まとまりJ) が、「袈











































つの作品ではなく) [をねらいとするのである]0 14 (強調原文)












もの」、「イエス・キリストj を表わす「救世主J) と r1回目IJ化JU偽善者」を表わ











































































































すこし休ませてください、なにもかも片がつくでしょう (Laissez-moiencore un petit 
























んだ!まさしくこれなんだ、(私が愛しているのは CC'estca ! C'est exactement ca 








































この発言は能動的な力を有しており、「力への意志 (volontede puissance) Jの様態
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